
ホ
ト
i

ホ
リ

る
。
源
平
蛾
表
記
は
仰
ヶ
間
以
と
す
る
が
、
読
曲
も
麹
凶

雑
記
も
仰
の
朕
と
し
て
ゐ
る
。
今
の
能
美
郡
阪
が
そ

れ
に
泊
る
。

ホ
ト
ケ
ノ
ハ
ラ
悌
J

原
務
曲
の
名
。
観
枇
世

阿
漏
元
請
の
作
。
白
山
部
脚
定
を
志
し
て
下
っ
た
都
方

の
慣
が
、
加
賀
凶
仰
の
原
の
草
堂
に
一
一
倍
し
た
時
、

平
相
凶
消
践
の
樹
蜘
で
あ
っ
た
仰
御
前
の
亡
践
が
昔

を
語
る
こ
と
を
仕
組
む
。

ホ
ト
ケ
ノ
ハ
ラ
キ
ン
ケ
ン
グ
ウ
錦
ノ
原
金
銅
宮

源
平
腕
袈
担
安
元
三
年
白
山
抑
制
(
援
の
傑
に
、
『
二
周

五
日
の
内
子
佐
織
早
松
枇
よ
り
願
成
寺
へ
っ
か
せ
給

ふ
。
云
々
。
六
日
は
仰
ヶ
原
金
細
管
へ
翠
入
。
此
明

耐
と
巾
は
、
牒
蛾
天
皇
御
宇
弘
仁
十
四
年
に
此
腕
に

奉
説
て
、
三
百
五
十
俄
年
也
。
本
地
は
供
利
伽
羅
不

動
明
王
也
。
』
と
あ
る
。
今
能
美
郡
阪
に
白
山
祉
の
あ

る
も
の
、
そ
れ
で
あ
ら
う
。

ホ
ト
ケ
ノ
ハ
ラ
ジ
ヨ
ウ
傍
ノ
原
被
能
楽
部
隊

に
在
っ
た
。
越
資
質
三
州
志
故
娘
考
に
、
今
こ
の
治

跡
を
岩
倉
山
と
い
ひ
、
盤
跡
等
僅
か
に
存
す
る
。
天

正
三
年
入
且
織
間
信
長
が
こ
の
賊
鍵
を
闘
ん
で
降
伏

せ
し
め
た
こ
と
は
、
北
陸
七
凶
志
等
に
見
え
る
と
砲

す
る
。

ホ
ト
ケ
ノ
マ
ヘ
錦
ノ
前
腿
島
郡
熊
測
の
内
の

小
宰
。
元
磯
の
剥
爵
に
、
熊
捌
村
の
枝
村
仰

J

前
家
数

四
粁
と
あ
る
。

ホ
ト
ケ
ヤ
シ
キ
偽
農
磁
石
川
郡
東
米
光
に
在

る
。
加
越
能
哲
跡
絡
に
、
『
束
米
光
の
内
側
屋
敷
と
申

所
有
之
候
。
古
親
股
上
人
、
此
村
の
百
姓
加
右
衛
門

と
巾
者
の
方
に
一
夜
、
泊
。
有
之
候
。
共
頃
手
取
川
此

筋
を
掠
れ
候
に
付
、
翌
日
加
右
衛
門
川
の
案
内
致
し

立
制
題
。
、
川
を
隔
て
揃
陀
の
名
脱
被
下
と
願
候
へ
ば
、

荒
認
の
上
に
布
を
敗
、
川
の
あ
な
た
よ
り
上
人
鎮
を

貼
じ
ら
れ
候
へ
ば
、
・
文
字
す
わ
り
候
。
加
右
衛
門
荒• 

腐
の
名
蹴
と
て
、
只
今
は
越
前
に
有
之
同
巾
儒
候
。
』

と
あ
る
。

ホ
ド
タ
ニ
程
谷

A
W
洲
部
時
長
の
内
の
小
字
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
イ
シ
子
規
石
金
海
域
中
越
後
屋

敷
の
門
内
に
在
っ
た
。
人
若
し
そ
の
遜
に
溺
す
る
時

は
狂
疾
を
援
す
る
と
偲
へ
ら
れ
て
、
竹
附
を
施
し
で

あ
っ
た
。
一
一
一
州
各
跡
志
に
は
之
を
岩
時
烏
と
し
、
富

岡
越
後
在
住
の
時
、
臨
利
支
天
堂
の
下
に
在
っ
た
石

で
あ
る
と
す
る
。

ホ
ネ
シ
ョ
ウ
ガ
ツ
骨
正
月

J
ハ
ッ
カ
シ
ョ
ウ

ガ
ツ
二
十
日
正
用
。

ホ
日
掲
凪
.
企
郡
大
腿
庄
に
臨
す
る
部
wm
。
能

穀
誌
に
、
『
捌
村
は
納
の
部
へ
約
き
て
風
景
茜
よ
し
。

簸
泉
寺
と
て
翻
宗
の
小
庵
あ
れ
ッ
。
是
叉
景
の
内
な

り
。
』
と
あ
る
。

ホ
リ
エ
カ
ゲ
タ
ダ
掲
江
最
忠
泡
群
三
郎
・
申

務
説
。
初
め
朝
食
孝
景
に
臣
事
し
て
北
庄
城
主
と
な

り
、
亭
勝
四
年
大
一
伎
を
助
け
て
加
賀
に
侵
入
し
た

こ
と
が
あ
る
。
弘
治
元
年
籾
倉
家
柄
の
諮
問
京
の
命
に

よ
っ
て
江
沼
郡
に
入
る
や
景
忠
亦
之
に
従
う
た
。
然

る
に
永
隊
十
年
景
山
ゆ
が
加
賀
の
一
授
と
逝
じ
て
朝
倉

氏
に
叛
せ
ん
と
す
る
を
臆
し
た
も
の
あ
っ
た
お
、
義

景
は
怒
っ
て
之
を
討
た
う
と
し
た
の
で
、
景
思
と
義

見
弟
の
詰
が
あ
っ
た
小
和
問
の
本
流
寺
良
孝
は
一
一
栄

寺
械
に
奈
h
v
、
義
景
に
翻
し
て
そ
の
箔
を
訴
へ
、

R

つ
崇
忠
に
識
し
城
を
開
い
て
身
を
全
く
せ
し
め
た
。

是
を
以
て
三
周
二
十
日
良
孝
は
景
忠
を
倖
ひ
、
能
管

に
赴
ぎ
居
間
肌
を
定
め
し
め
て
蹄
っ
た
。
後
天
正
三
年

加
賀
の
一
授
が
織
田
信
長
の
箪
を
越
前
の
杉
津
ロ
に

祖
止
せ
ん
と
し
た
時
、
震
忠
之
と
行
動
を
共
に
し
た

が
、
終
に
降
っ
て
信
長
の
賂
下
と
な
っ
た
。
院
に
し

て
信
長
は
江
沼
郡
に
稽
屋
・
大
型
寺
二
城
を
檎
へ
し

め
て
戸
次
鹿
正
を
鐙
き
、
景
忠
と
佐
々
揺
左
衛
門
を

副
た
ら
し
め
た
。
北
陸
七
凶
志
に
よ
れ
ば
、
後
幾
く

も
な
く
信
長
は
景
忠
を
能
美
郡
に
封
じ
た
が
、
そ
の

地
向
一
授
の
滋
返
す
る
所
で
質
賦
を
納
め
る
を
得
ぬ

か
ら
、
景
忠
は
之
を
喜
ば
な
か
っ
た
。
信
長
之
を
聞

き
、
景
忠
が
従
来
去
就
の
正
し
か
ら
ぬ
を
憎
み
、
柴

田
勝
家
に
命
じ
て
裁
せ
し
め
た
と
あ
る
。

ホ
9
ガ
掘
雅
濁
稿
文
卒
、
訴
は
雄
、
字
は
消

雄
、
関
墜
と
鋭
し
た
。
究
養
祐
坊
は
越
申
礎
技
郡
か

ら
金
揮
に
移
り
住
み
、
限
蹴
闘
を
衆
と
し
て
慨
に
行
は

れ
た
。
雅
幼
に
し
て
毎
札
を
喜
び
、
措
法
は
柳
公
搬

に
倣
ひ
、
行
草
家
裁
は
蓋
共
昌
を
慈
し
、
建
に
能
く

一
家
を
録
す
に
至
っ
た
。
文
化
十
四
年
務
の
老
臣
今

枝
氏
之
を
聞
い
て
右
鎮
の
事
を
掌
ら
し
め
、
日
一
つ
自

ら
就
い
て
盛
ん
だ
。
雅
亦
傍
ら
商
を
習
ひ
、
南
宗
に

則
っ
て
略
そ
の
毎
意
を
得
た
。
晩
年
風
用
に
簡
詠
し

悠
々
自
通
し
て
居
た
が
、
君
簡
向
袈
へ
ず
、
底
特
恩

に
奥
っ
た
。
安
政
六
年
十
一
周
夜
、
年
六
十
四
。
門

人
佐
藤
衡
蹄
・
山
納
闘
山
亦
密
名
を
以
て
顕
れ
た
。

ホ
リ
カ
ク
Z

号
ン
掘
閣
制
右
衛
門
ま
た
角
右
衛

門
に
作
る
。
宇
右
衛
門
の
薦
。
天
正
十
入
年
関
東
の

役
に
山
崎
閑
滞
に
屈
し
て
出
征
、
八
王
子
城
を
攻
醸

し
て
敵
将
金
子
家
運
を
砲
し
、
鹿
長
一
点
年
大
型
寺
陣

に
も
従
ひ
、
元
和
五
年
四
百
石
を
賜
は
り
、
寛
永
十

九
年
夜
。
そ
の
子
提
右
衛
門
夫
し
て
家
断
絶
し
た
。

ホ
日
カ
タ
ハ
ラ
マ
チ
掲
片
原
町

J
ヲ
ケ
カ
タ

ハ
ラ
マ
チ
桶
片
原
町
。

ホ
日
カ
ツ
チ
カ
掲
勝
周
遁
稽
三
郎
左
衛
門
・
孫

左
衛
門
。
質
は
奥
カ
玉
川
七
左
衛
門
の
嫡
男
で
、
掘

疎
開
左
衛
門
に
養
は
れ
た
も
の
。
事
保
九
年
家
を
襲
ぎ
、

大
小
勝
組
に
列
し
、
寛
保
二
年
曾
所
奉
行
、
質
隠
二

年
大
小
締
櫛
目
、
九
年
先
手
駒
頭
、
明
和
八
年
大
組

頭
と
な
り
、
安
永
六
年
十
一
周
致
仕
し
て
港
関
と
稽

し
た
。
勝
周
家
に
伊
勢
民
の
作
の
鞍
を
磁
し
、
蹄
百

七
五
六

畿
に
及
ぺ
ぽ
務
侯
に
献
納
せ
ん
と
期
し
た
が
、
慨
に

表
老
し
た
の
で
寛
政
十
一
年
之
を
上
っ
た
。
前
回

治
傭
之
を
悦
び
、
和
欧
と
道
服
と
を
奥
へ
た
が
、
勝

周
は
翌
十
二
年
正

R
十
九
日
九
十
六
践
を
以
て
捜
し

た。
ホ
リ
カ
ハ
堀
川
金
・
搾
の
う
ち
浅
野
川
下
疏
左

俸
の
汎
稽
で
、
一
に
細
川
護
と
も
い
ふ
。
元
総
九
年

の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
本
期
川
町
ぜ
新
樹
川
町
・

掘
川
川
除
町
・
抑
制
川
片
原
町
・
揃
川
七
q

屋
と
い
ふ
も

の
即
ち
是
で
、
今
は
笠
浦
町
・
束
期
川
町
・
商
期
川
町
・

申
娼
川
町
・
婦
川
閲
，
町
・
期
川
角
場
町
・
淵
上
町
・
七
ヲ

屋
を
そ
の
鼠
械
と
す
る
0
.而
し
て
腕
組
則
樹
川
は
、
三

種
記
元
和
六
年
の
傑
に
、
『
宮
腰
・
大
野
よ
り
馬
足
の

便
り
と
し
て
、
浅
野
川
下
安
江
と
い
ふ
腕
ま
で
期
川

を
逝
じ
、
飴
の
遇
ひ
有
け
れ
ば
、
則
捌
川
町
と
て
傾

城
を
立
、
共
腕
の
有
桜
は
兵
障
や
須
賂
・
明
石
に
異

な
ら
ず
。
』
と
あ
る
も
の
で
、
こ
の
文
意
は
、
大
野
の

封
岸
あ
た
り
か
ら
下
安
江
ま
で
新
川
を
銅
躍
し
た
も

の
L
如
く
に
見
え
る
が
、
矢
張
。
勉
局
記
に
い
ふ
泊

り
浅
野
川
筋
を
凌
諜
蹴
大
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
凶

に
言
ふ
o
m
m
m守
高
平
の
万
に
、
金
持
拡
河
住
辻
桁

高
卒
と
切
っ
た
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
拡
一
測
は
期
川

を
も
ぢ
っ
た
も
の
か
と
思
は
れ
る
。

ホ
リ
カ
ハ
ア
ゲ
バ
掲
川
揚
場
金
搾
の
地
名
。

錨
尾
記
に
、
『
浅
野
川
一
銭
俄
の
川
下
に
、
あ
げ
揖
と

て
、
架
ヶ
崎
共
の
外
能
資
近
郷
の
村
々
よ
り
出
る
材

木
な
ど
を
引
・
来
。
、
袋
に
て
上
戸
、
る
な
り
。
叉
大
河

端
村
ま
で
愛
よ
り
逝
」
飴
も
あ
り
。
此
の
遜
は
古
ヘ

川
を
掘
り
ひ
ら
き
、
樹
木
を
川
よ
0
引
上
ぐ
る
よ
り
、

惣
名
を
抑
制
川
と
穂
す
る
こ
と
ミ
は
な
り
ぬ
。
寛
永
の

頃
専
ら
な
り
し
と
鶴
記
に
見
え
た
h
v
o
』
と
あ
る
。

此
の
揚
げ
揚
は
金
・
揮
を
遁
ず
る
浅
野
川
の
下
流
左
俸

の
川
線
一
部
を
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
今
は
こ
の
名
が

~ 


